
単回帰モデル 

  𝑦 = 𝛽0 + 𝛽1𝑥1 

重回帰モデル 

  𝑦 = 𝛽0 + 𝛽1𝑥1 + 𝛽2𝑥2 + 𝛽3𝑥3 +・・・ 

y = 2.8851x + 22.199 
R² = 0.9928 
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広さ[ｍ２] 

𝑥と𝑦が1対１のときは、単回帰という 

𝑥が複数関係している時は、重回帰という 



y = 2.8851x + 22.199 
R² = 0.9928 
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広さ[ｍ２] 

観測値と直線とのズレの二乗を加算して、一番小さくなる時の直線の勾配及び切片を算出 

最小二乗法 

 (𝑦𝑖 − 𝛽0 − 𝛽1𝑥1
𝑛
𝑖=1 )2 

𝛽1 =
 (𝑥𝑖 − 𝑥 )(𝑦𝑖 − 𝑦 )𝑛

𝑖=1

 (𝑥𝑖 − 𝑥 )2𝑛
𝑖=1

 

𝛽0 = 𝑦 − 𝛽1𝑥  



重回帰モデル 

  𝑦 = 𝛽0 + 𝛽1𝑥1 + 𝛽2𝑥2 + 𝛽3𝑥3 + 𝛽4𝑥4 
家賃（千円）   広さ（ｍ２） 築年数（年） 徒歩（分） 方角（南を１、それ以外を０とする） 

𝛽𝑛： 偏回帰係数 
     他の変数を一定の値に固定したとき、その 変数 1単位の  
     増加が yをどれだけ増やすか 

広さが１ｍ２増えると家賃が𝛽1千円高い 
築年数が１年増えると家賃が𝛽2千円高い 
徒歩時間が１分増えると家賃が𝛽3千円高い 
南向きだと家賃が𝛽4千円高い 

最小二乗法で単回帰同様に係数が算出可能です 
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Ｅｘｃｅｌの重回帰分析の手順 



Ｅｘｃｅｌの重回帰分析の結果 

重回帰モデル 

  𝑦 = 𝛽0 + 𝛽1𝑥1 + 𝛽2𝑥2 + 𝛽3𝑥3 + 𝛽4𝑥4 
家賃（千円）   広さ（ｍ２） 築年数（年） 徒歩（分） 方角（南を１、それ以外を０とする） 

𝛽0 
𝛽1 
𝛽2 
𝛽3 
𝛽4 

  𝑦 = 39.7 + 2.87𝑥1 − 1.12𝑥2 − 0.82𝑥3 + 1.44𝑥4 



家賃（千円）              広さ（ｍ２）  築年数（年）     徒歩（分）             方角 
                                                                                                             （南を１、それ以外を０とする） 

 𝑦 = 39.7 + 2.87𝑥1 − 1.12𝑥2 − 0.82𝑥3 + 1.44𝑥4 

以下の式から何がわかるか？ 

広さが１ｍ２増えると家賃が2.87千円高い 
築年数が１年増えると家賃が1.12千円安い 
徒歩時間が１分増えると家賃が0.82千円安い 
南向きだと家賃が1.44千円高い 

適正値を算出してくれる 
例   広さ10ｍ２、築年数５年、駅から徒歩１０分、南向きの適正な家賃は？ 
 

  → 上式に代入すると ｙ＝56.5千円 つまり56,500円と算出 


